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・小倉都心部や黒崎副都心部では、複数の事業が実施されており、公共交通の利便性向上や徒歩・自転車走

行環境の改善が図られています。 

・これらと同じように事業をパッケージ化することにより、効率化と相乗効果の発現が図られるとともに、

事業への理解と効果の実感を高めます。 

幹幹線線ババスス路路線線のの高高機機能能化化

（（イイメメーージジ））

大量輸送バスの 
導入検討 

乗継拠点の整備 

バス待ちスペースの整備 

バスレーンの整備 

バスロケーション 
システムの導入 

低床式バスの導入 

※折尾駅周辺地区と同様に、城野駅周辺地区や穴生駅周辺地区

においても事業のパッケージ化が考えられます。 

折折尾尾駅駅周周辺辺

連連続続立立体体交交差差事事業業

北口駅前広場 

新駅舎の整備 

広告付バス停の整備 

南口駅前広場 

歩道のバリアフリー化 

案内板の整備 
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＜改善＞ 

今後の事業展開 
●事業を集中および組み合わせることで、事業の効率化、相乗効果の発現を図るとともに、事業への理解と効果の実感を高めます。 

折尾駅周辺連続立体交差事業を核とした事業のパッケージ化 

折尾駅周辺地区 

幹線バス路線の高機能化に関わる事業のパッケージ化 

小倉都心～黒崎副都心 

事業のパッケージ化の例
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